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第°衷　　出穂期および成熟期調査表

栽 培

条 件
品　 種　 名

出　　　　　　 穂

成 熟 期

成　 熟　 当　 時

始 期 揃 稗　 長 粗　 長 1 株 穂 数
〝㌔ 当 り

穂　 数

移　 植 新　　　 雪
月　 日 月 日 月 日 月 日 d m のI 本 本
8　 9 8 1 7 8 2 1 1 0．5 ‘鼠7 1 5．5 2 5．2 5 8 7

（ポット） ユ　 ー　カ　 ラ 8　 9 8 1 5 8 2 0 1 0．° ‘1 4 1 8．4 2 °．8 4 4 8

直　 播 新　　　 雪 a 1 2 8 1 8 8 2 5 1 0．9 ‘5．2 1 5．8 2 2．2 3 7 1

第7表　　収　量　調　査　表

栽

培

URP

毯

名

a　 当　 り　 （晦 ） 直

播

籾 府

米

玄　 米 （ダ） 完 不
虐■

㌍ らわ も 玄
摺

1 千
全 フ亡

全
粂

ら み 米 対

比

歩 重

歩
ヱ 粒

米

歩

米

件 重 歪 蛮 率 A
口

合 重 重 合 歩

Aロ
移　　 植 新　　 雪 5 0．7 5 Z d 50．9

　 痴

15n 9

　 喀

82．2

喀

2．0 82° 2 1‘
　 感

8 2．1

痴

1 7 9 122．5

（ポ ット） ユ　ーカラ 45．7 44 9 さえ0 （15°．8） 8 2．4 t ‘ 85 2 2 2．7 79．5 2 0．5 10 2．7

直　　 播 新　　 雪 5 n O 2 9．0 25．6 1 0 0 8 t d 2．5 8 15 2 t l 85．1 54 9 9 7 5

4．問題点と方向・むすび

本栽培法の欠点として，資材費のポット代1500円

をさらに要し，育苗労力がかかること，培土が必要な

ことなどがあげられる。

また，1ポット拉致と菓齢・移植期・品種間差異・

ポットの大小・施肥量など，巨大化（主として穂数増

対策）と早熟化の関連を解析し，ねらいが異なる地域

性に応じた安全多収技術体系の確立が急務とされよう。

しかしながら，すでにその長所はきわめて明らかで

あって，機械移植法の開発によって畑稲マルチ栽培を

さらに大きく発展せしめる可能性を秘めているものと

言っても，決して過言ではないであろう。

会津地方における水稲＋α作目としての畑作物について

第2報おもなる換金畑作物の労働係数と水稲作との競合関係

渡　部　庫之介

（福島県農試会津支場）

1．ま　え　が　き
とりまく山添田畑地帯は田畑複合で水田面前も少なく，

会津地方は・全国屈指の米の多収地帯として発展し，　畑地を利用した合理的な換金作物の組合せによる営農

水稲が経営の基幹となっている○しかし，会津盆地を　塾態の確立が急がれている。
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会津支場においては，昭和41年より水稲＋α作目

としての換金畑作物について，栽培農家の実態を調査

するとともに，畑地利用法確立試験の中で，栽培技術

の検討，作業体系，稲作々業との競合関係などの調査

を行なってきたので，その概要を報告し，畑作改善の

資に供する。

主なる特用作物

◎葉タ′くコ…1・2伽

＠ホッフ’217ク

めコンニャク…　佑ク

卵用人参…亜〃

主をる換金そさい

●用工トマト72hα

¢抑制トマトー罰〃

アスパラガス…応〃

夏秋胡瓜…21ク

なお，本調査を行なうに当たり課題を提供された三

橋支場長および御協力訊、ただいた会津坂下，喜多九

会津若松，各農業改良普及所，会津加工農産物農業協

同組合，会津ホップ葉菜協同組合の方々と，調査農家

の方々に深く感謝の意を表する。

2．会津地方における主要換金作物の分布と営農型
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第1図　　会津地方における主要換金畑作物の分布

第1図に示すように特用作物としては，タバコ，ホ

ップ，コンニャク，薬用人参などであるが，タバコ

コンニャクは，山添～山間地方に多く導入されており，

ホップは耶麻地方と両沼地方の山添に分布している○

最近の傾向としては，加工用そさい（加工トマト，

加工アスパラガス）と，抑制そさい（抑制トマト，麦

秋胡瓜）の増加が目だっている。加工トマトは，両沼，

耶麻および北会津地方に多く，加工アブパラガスは耶麻地

方の桑園の煙害対策として導入され，抑制トマトは磐

梯トマトの名柄で，猪苗代地方に作られている0

営農型としては第1表に示すように水稲を基幹とす

るものが85喀（福島県全体d5帝）となっており，

水稲単作か，水稲を基幹とし，これに特用作物，野菜・

畜産，養蚕などを組み合わせた経営であり，今後もこ

のような傾向が続くものと考えられる。
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第1蓑　会津地方における地域別の営農炉型

地　　 域　　 別 経　　　　 営　　　　 形　　　　 態

両 沼 地 方

耶 麻 地 方

l

平 坦 部

山 添 田畑 ～

山 間 部

水稲専業 ・水稲＋黒靴 水稲＋ ホ ップ，水稲 ＋野菜 （加工 トマ ト，

夏秋胡瓜 ），水稲＋畜産 （豚， 肉用牛 ）

水稲 ＋ホ ップ，水稲＋タ／てコ，水稲＋野菜 （加工 トマ ト，夏秋胡

瓜 ），水稲十着乳　 水稲＋肉用牛

平　　 坦　　 部 水稲専乳　 水稲＋養豚

山添 田 畑 地 帯

山 間 部

水稲＋ ホップ・水稲 ＋ タバ コ，水稲＋加工 アスパ ラガス，

水稲 ＋加工 トマ ト，水稲＋蛮蚕

水 稲＋養豚，水稲 ＋酌農，水 稲＋肉用 牛

水稲専業・水稲＋野菜一水稲 ＋畜産 （酪軋 肉用牛，養豚，養鶏 ）
北 会 津 地 方 平　　 坦　　 部

山添 田畑 ～　山 間 部 水稲 ＋野菜 （抑制 トマ ト），水稲＋畜産，水稲＋養蚕

南 会 津 地 方 東　 部

西　 部

水稲＋ タバ コ・ 水稲十養蚕，水稲 ＋タ′くコ＋養蚕，水稲 ＋畜産 ，

水稲＋果樹

水稲＋毒蚕，水稲＋畜産，水稲＋ タバ コ，水稲＋ ホ ップ

5．主要換金畑作物の栽培技術について

1．　加工用トマト

概要を第2表に示す。

第2蓑　加工トマト栽培技術の概要

支柱

の

有無

（》　 播　　　 踵 栽 植　 様 式 施　　　　　 肥 ー
1

薬 剤 散 布
そ の他 の

管　 理

品　 種　 名 （参 仮　 植

③ 定　 植
畦幅 株間

ち当

株数
施　肥 量 肥料の種類 施 肥．法

無

支

柱

Ⅹ1 1 7 号

① 5 月中～下旬 （コⅥ
18D

90

l

m
45

45

120
N ：2～5 堆　　　 肥 2段施肥 8月4～6回 黒マルチ

② 4 月中～下旬 P：2～5 苦　 土 石 灰 深　　 層 ．7月4～8回 畦間数藁

③ 5 月中～下旬

（かさ月中～下旬

Ⅹ：2～5 丑M ヨーリン

複 合 肥 料

単　 肥

中　　 層 8月2～5回

9月1～2回

ダイセソ

メルクデラン

に C Mポルド

トマ トの両

側 に鉄緑 を

張る

有

支

柱

マスター2 号
240

l

N ：5～‘ 堆　　　 肥 2畦間 8月4～8回 敷　　　 革
（参4 月中～下旬

P ：4～5 苦　 土 石 灰 2 段施肥 7月4～7回 棉芽誘引

③ 5 月中～下旬
K ：5～d ll B M ヨーリン

N X の一 複 合 肥料

部追肥 単　 肥

8月2～5回

9月2～5用

ダイセソ

メルクデラン
にC M ポルド

トマトトーン

処理

8 月上旬

第9 花房で

摘心
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有支柱栽培の品畦は，始め赤福5号が作られたが，

最近は着色の良いマスター2号に変わってきた。有支

柱栽培は，捌待収量を10t′10a以上として，第8～

9花房まで着果されるため，肥切れしないように，堆

厩肥の増施と，中層，深層の2畦問2段施肥，桜効

性肥料（C工叩，工B化成など）の併用とともに追肥の回

数も多く，施肥量もきわめて多い。

防除回数も多く，梅雨あけまでと，秋の淋雨期を重

点に15～20回の防除を行なっている。

第5蓑　　アスパラガス栽培技術の概要

このように，有支柱栽培は，多収であるがきわめて

労働集約的であるため，無支柱栽培が行なわれるよう

になった。品種はⅩ117号が主体であるが，出荷時期

のピーク緩和のため「くりこま」，「早生だるま」，

「のぞみ2号」などについて検討中である。施肥は全

量基肥（媛効性肥料の併用），黒色マルチを行ない，

株の両側に鉄線を張る方法が行なわれている。

2．　加工アスパラガス

概要を第5表に示す。

品　 種

　　　 l
裁 縫 様 式

1

前作物

鮒 ≡ 肥≡ 芸 芸 と転 義讐 蒜 宗 一j

薬剤散布
その他の

管　 理瞳幅 株間 a 当 り
株 数

メ　リ　ー

　 eJ花
⑳

d閻

4 5

50

t 20D

t 800

桑園転作

または

麦 一大豆

堆　　 肥 硫　　 安 堆　　 肥
　 Kg′a
N ：7～8 培土時 培土 4 月中旬

180 石　　 灰 尿　　 素 石　　 灰 P ：2～5
アルドリン

培土前後
培土前 7 月中

旬

除草剤宗三三

P ソ

ワシントン ⑳

180

ヨーリン

複合肥料

過　 石

塩　 加

ヨーリン

複合肥料

E ：2～5 ボルドー液　5 1司

品瞳はメリーワシントンが導入され，栽植密度は，

始め疎植法が行なわれたが，最近は，最盛期を早める

ため，密植法（180のlX50cm＝t800本／10a）に

変わってきた。施肥は，多盛の有機物の施用，化学肥

料の施用も多く，多肥多収の考え方が払い。

5．麦秋胡瓜

第4安　　ホップ栽培技術の概要

昭和45年ごろより導入され，品種はときはC系で，

‘月上旬～中旬直播ネット栽培で，8月上旬～9月下

旬の出荷をねらっている。

A　ホ　ッ　プ

概要を第4糞に示す。

品　 種

栽 植　 様 式 施　　　　　　　　　 肥 薬　 剤　 散　 布
l

間

作

そ の他

の 管理吐 幅 株 間
1 0 a
当 り
株 数

基 肥 追 肥 ネレ肥
年 間

5 要素
時　 期 薬 剤 名

対　 象

病 害 虫

キ リン

（7乃 珊

5 0 8

石　 灰

硫　 安 土　　 中

K〆 a
株持 ウスプル 喉 頭 癌 瞳 培土

18 0 18 0 石 灰 N N ：5～ 5 5月‾下旬 こ／ コ ウモ リガ
：／ d月中旬

2　号 ヨーリソ 尿　 素 堆　 肥 P ：4～ d 5月中旬
B H C

マ：／不フ

ベ　 ト　 病 ク 除草 剤

過 石

塩 加

5 回 （㌧ ら

石 灰 N

Ⅹ：4～d 一J F旬

d月中毎

7月上旬

7月中

～ 下旬

剤

つつで

ボルドー

テデオン

か．皿で

ケルセソ

アワノメイガ

ヨツス ジ

芯 タイ虫

白 ダ ニ

P C I〉

リニユロン
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会社の指導により，一定の憤向がみられ品掛よキリ

ン2号に統一され，栽培技術的に特徴的な点は，多立

の有機物の施用と，化学肥料の施用も多いこと，ベト

第5衷　　タバコの栽培技術の概要

病，ダニを中心とした防除の徹底である。

5．　タ　　バ　　コ

概要を第5表に示す。

rl
日日

貞　育　　 苗
栽 植　 様　式 施　　　 肥 薬　 剤　 散　 布

唾

名

l

描 桂床

仮板床 瞳幅

1
■株間

1 a ‘当

り
株数

肥 料 の

粒 煩

5 要素 薬　 剤　 名

l対 照

病 害 虫

】
■管　 理

収 寝 乾 燥

共 の 他

5 月下 4 月中 ぐ〝‡ （7狩

444 4

l

完熟 堆肥 N ：1．5 アル ドリン 振 切　 虫 摘心 上薬　 7 月中旬

松 旬共同 旬

（7〝
90

l

2 5 綿実油粕 P ：1．1 ♪．♪．T アプラ虫 7月 1 8 日 中葉　 7 月下旬
川 ■ 5　× 5 複合肥料 Ⅹ：2．1

l
l

エン ドリ　ン 青　　 虫 摘芽 ～ 8 月上旬

粟

†

へ＿′く．＿

ポ ット

基肥 重点 ボル ドー 赤 ほし病 手 か き

M H 5 0
l

本葉 8 月中旬

天葉 8 月下旬

専売公社の指掛こより一定の僚向がみられるが，播

種床は共同化され，仮旭床から個人で行なっている。

アプラムシの飛来を防ぐため麦間定植が行なわれ，最

近フイルムマルチ栽培が普及しつつある。施肥は，完

熟堆肥，棉実油粕複合肥料を用い，加里多用の基肥主

義である。

4．主なる換金畑作物の労働係数と水稲作との

競合関係

結果を第2図に示す0各作物のネックとなる作業は，

水稲（田軌刈取り），ホップ（花摘乾燥），タバコ

（定植，収穫乾燥），加工トマト（定植，支柱立て，

誘引，収穫出荷），アス′くラガス（収優出荷），麦秋

胡瓜（支柱立て，誘引，収穫出荷）となっており，稲

作々業と，最も薫合関係にあるのは，アスパラガスの

収穫出荷であり，次にク／てコの定植，加工トマトの定

植・支柱立て，初期の誘引はやゝ溌合関係にあるが，

他の作業はほとんど凍合関係はない。

ホップの作業については，収穫花摘乾燥のため短期

闘こ著しいピークとなり，雇用労働力の確保が問題と

なるが，花摘乾燥施設を大型化して共同作業を行なっ

た場合の省力化の効果は大きい。

加工用トマトについては，無支柱栽培により，支柱

立て，誘引作業の省力化により，田植前後の良繁期の

労力の省力化の効果は大きいが，無支柱品種は，一コ

重が小さいため，収蟹労力はやゝ多くなる。

旬
別
の
労
働
時
間
（

駒

（水稲標準栽培）

苗代一毒針団一除㌔除＿ 国富箸

第2図　　換金畑作物の労働係数と水稲作との

競合園係

⊂コ内はネックとなる作東
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5．営農型と時期乱作月別の労力配分について

結果を第d表に示す。

第°表　　営農型と時期別作目別労力の配分蓑（時間）

営

農

型

月 旬

水　　 稲 ＋　 ホ　 ッ　 プ 水　　 稲　 ＋　 タ　 バ　 コ

主　 な　 る　 作　 目　 別 労 働 力 の 内 容 主　 な　 る　 作　 目　 別 労 働 力 の 内 容

水　 稲　 ホ ッ プ i
そ の 他 家　　 族 雇 用 水　 稲 タ ノミコ

そ の 他 ■

大 麦 ・大 豆

家　 族
雇　 用

（1 2 °a ） （4 0 8 ） （1 0 a一） 労　 働　 力 労 力
（1 5 4 8 ） （4 2 a ） （‘ O a ） 労 働 力

4

上

8 0．8

7 1．5 5 2．0 1 0 5．5 1 6．0 1 0 4 0

5 1 2．0

2 4 0 1 4 4．0

6 4 0

中 4 （～．0 1 6．0 1 4 2．0 1 2 2．0 1 2 2．0

下 5 2．0 9 9．0 a O 15 乳0 2 4 8．0

5

上 9 2．0 4 9．0

a O

1 4 1．0

1 20．0

1 2 0．0 1 2 0．0

18．0

2 4 0．0

2 4 0中 1 1 2．0 4 5，5 1 8 5．5 8 0．0 2 4 0．0 5 1 2．0

下 2 4 4 0 ‘9．0 19 t O 2 4 0．0 9 °．0 5 1 2．0 2 4．0

d

上 4 0．0 1 0 8．0 1占．0 1 d A D 2 9 6．0

1 12．0

1°．0 5 12．0

中 9 2．0 5ス0 1 8．0 1 4 5．0 1 0 4 0 7 2．0 2 8 8．0

下 7 2．0 5 8．0 18．0 1 4°．0 5 占．0 8 8 0 9 8．0 2 4 0．0

7

上 1 0 4 0 1 ヱ5 1占．0 1 5 7 5

2 4 0

2 4 8．0 2 4 0

1 8．0

2 72．0

5 占．0中 9 2．0 2 0．0 1 8．0 1 28．0 5 2 8．0 27 2．0

下 a O 28．0 5 2．0 d a O 19 °．0 2 5 8．0

8

上 8．0 1 7 8．0 8．0 1 8占．0 a O

2 4 0

4 0 0．0

5 2．0

2 8 8．0 1 2 n O

中

下

29 2．5

5 8 4 0

2 9 2．5

5 8 4 0

5 1 °．0

5 2．0

2 5 °．0

1 8 8 0

8 0．0

9

上

8 8．0

1 4 0．0

1占え5 1占．0 18 5，5 2 4 0 1°．0 2 4 0 8 4 0

中

下

4 8．0 1 8．0 1 5 2．0

1 4 0．0

1 7 8．0

2 1 8．0

1 6．0 1 9 2．0

2 1 °．0

1 0

上 1 4 0．0 2．0 1 4 8．0 1 8 4．0

1 6．0

1 1～ 1 2月

5 4 4 0

5．5 7 8．0

a O 1 9 2．0

中

l 下

1 5 2．0

15 2．8

8．0 1 4 0．0

1 5 2．0

9 8．0 12 0．0

6 4 0

2 1占．0

8 0．0

1 1 4 a O 4 9．0 6．0 1 0 5．0 1 6．0 5 d n O

計
時 間

人

1．6 7 4 0 t 7 5ス5 2°■a o 5．5 7 9．5 1 2 0．0 1．7 8占．0 5 2 8．0 5．5 5ム0 5 d B

2 0 R S 2 2 0．° 5 5．5 4 4 7 4 1 5．0 2 2 5．5 4 22．0 d d．0 6 6 7 0 4°

t　水稲＋ホップ（防除収穫乾燥共同作業）

作業の銃合渕係はほとんどない。労働のピーークは，

田植畑前後とホップの収穫期に現われる。田植には雇

用入れ，ホップの収軽乾燥の作業時間は，共同作業の

出役数を示したが，この時抑よ夜間作業もあり，補助

労力を含めて最大限に稼働している。

2．　水稲＋タバコ

水稲作との作業の競合関係は少なく，ピークはタバ

コの収穫乾燥であるが，ホップに比較して，作業期間

に幅があるためピークは著しくない。

時期別の作業時間は，比較的平均しており，基幹労

働力の年間稼動日数は投も多いが，タバコの1日当り

の労働報酬が少ないため，貧乏暇なし的である0
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5．水稲＋乳牛＋アスパラガス一　第1報参照

（東北段業研究的10号p195～198）

この経営は水稲と乳牛が基幹作目であり，田植と稲

刈りに雇用を入れ，アスパラガスの収穫は主として補

助労刀（老夫婦）が担当している。

4　水稲＋加工トマト一　第1報参照

（東北典薬研究第10号P195～198）

田植期前後と，トマトの定植，支柱立て，初期の誘

引が競合するため，この時期の労働のピークが箸しい

が，収穫出荷との焼合関係はほとんどない。

6．水田面積、営農型と基幹労働力の稼働日数

結果を第5回に示す。
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営農類型と基幹労働力の稼働日数

水
稲
作

戯作菜には季節的な偏在性が著しく，水稲単作の場

合の年間の稼働日数には限界がある。

うねの水田経営でも110日位であり，単作経営の

場合は過重労働と半失業状態の繰返しである。これに

対し，＋α作目を組み合わせると，稼働日数は増加す

る0たゞ，これらの複合経営は十α作目の1日当りの

労働報酬が少ないため，稼働日数の増加に対して，所

得が伴わない点に問題がある。

7．まとめと今後の問題点

1・会津地方の現況からみた換金作物

（1）労働係数からみて，水稲作との競合が少なく，

栽培技術的に回避可能なもの。

（2）10a当りの家族労働報酬の多いもの　－　水

稲作の農閑期における家族労働力の活用

（裾家族労働力の中の補助的労働力の活用できる作
目

（4佃格の安定，契約栽培的な作目

2．＋α作目による年間稼働日数拡大

水稲単作の場合，労働係数からみて，時期的な繁閑

が著しく，基幹労働力の年問可働日数に限界がある。

α作目の組み合せによる稼働日数の拡大

5・今後の問題点

川省力技術の閑乳生産の組級化，集団化，共同

化による労働報酬の引上げ。

（2）作付方式と労働配分方式の合理的結合による新

しい土地利用方式の確立。

（31換金作目を基幹とした場合の水稲の作期構成に

ついて，早槙，晩値，品種，苗質，栽植様式などにつ

いて再検討する。


